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はじめに
当報告書では、平成20年5月AJETにより発表されたチームティーチング開発調査の追跡として、JETプログラム外国語指導助手（以下ALT）に提供される教材について調査を行った。
チームティーチング開発は常に展開していくプロセスであり、ALT達に現場で利用される教材はこのプロセスにおいて重要な役割を担っている。当調査は、JET参加者として活動しているＡＬＴ達に利用される教材とその効果性を特定し、改善・修正が必要と思われる点を指摘することによって、日本におけるチームティーチングの更なる成功を図ろうとするものである。
来日する前に正式な教員研修を受けていないALTの数は多いため、文部科学省や自治体国際化協会（以下CLAIR）からALT達に、チームティーチングにおいてALT達から期待されることについて情報を発信することが重要である。このような情報を発信する一つの手段として、来日直後オリエンテーションにおいて新規ＡＬＴ達に配布される出版物　（文部科学省が出版する「小学校英語活動実践の手引き」と「Handbook for Team Teaching」、CLAIRが出版する「教育教材資料ハンドブック」）がある。
調査目的
この調査の目的は以下の三つであった。
●　ALT達に配布されるチームティーチング教材が授業の計画と運営においてどのように利用されているかを調査すること
●　ALT達が、上記の出版物において役に立つ・立たないと感じている点を特定し、今後改訂予定の出版物について意見を収集すること
●　ALT達がどれほど授業の計画に携わっているか及びその計画におけるチームティーチング教材の役割を調査すること
調査方法
当報告書は、各都道府県に在住する452人のJET参加者から収集した回答に基づいたものである。回答者の95.6%はＡＬＴであった。19人の国際交流員（CIR）及び1人のスポーツ国際交流員（SEA）が調査に参加したが、この二つの職種には直接関係がない為、チームティーチング教材に関する質問項目に回答出来なかった。回答者の半分以上（52.5%）が1年目のJET参加者であった。
回答者の大多数は、小学校及び中学校・高等学校の両方に指導を行っている。文部科学省の「小学校英語活動実践の手引き」がその名の通り主に小学校における指導に関連しているのに対して、同省の「Handbook for Team Teaching」とCLAIRの「教材教育資料ハンドブック」は主に中学校と高等学校における指導に関連している。よって、上記の出版物はどれも回答者の少なくとも半分にとって関連性があると言える。
当報告書では、教育論や日本語対訳、授業計画のアイデア、ワークシートの例、難易度など、この3つの出版物の各要素を考察し、改善・改訂が必要と思われる点を指摘する。ALT達がどれほど授業計画に携わっているかについても調査をし、この出版物以外にどのような資料を利用しているかも調査した。
調査結果
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当調査の回答者でALTを務めるJET参加者の大多数は来日前に正式な教員研修を受けていないことが判明した。そんな彼らにとっては、職場から何を期待されているのか、そしてどのようにその期待に応えることが出来るのかは主な懸念の一つである。
調査の中でも図２の質問項目が最も多くの追加コメントを集めた。ALTとしてのチームティーチングにおける役割についての情報の不十分さに関しては、再三寄せられた意見が幾つかあった。
●　ALT達の職場状況がそれぞれ違うので、現場における研修が必要であるという信念
●　授業計画の建て方が分からない
●　自分がこれからALTを務める学校の生徒達の英語能力のレベルはどの程度か分からなかった
●　自分の予想と仕事の実態の間にズレがあった（例えば、授業計画は全部自分で用意しなければならない）
回答者からのコメント：
「JET参加者の職場はそれぞれ違うとは分かっているけど、実際どれだけの業務を自分でしなければならないのかについてもらった情報は全く不十分だったと思ってしかたがない。（中略）本国の来日直前オリエンテーションにおいて授業計画の訓練を大いに充実させてほしい。職場で指導を行い始めた頃は全く準備できていない気持ちだったし、配置先がすごく気に入らなかったらに諦めて帰ったのだろう。」

回答者の56.2%が授業の計画や運営について事前に十分な情報を得たと思わないと答えて、チームティーチング教材からこのような情報を求めているように思える。これについての一般的な情報は提供できるが、個別の契約団体のALTに対する期待の詳細はチームティーチング教材では提供できない。
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各出版物の読者率はほぼ同じで、回答者の40％未満に利用されている。残りの60％以上がこの出版物を利用していないことについて、幾つかの理由が挙げられる。
●　レイアウトが悪く読みにくいし、表紙も見た目が悪い
●　配布される時期が早すぎる（東京オリエンテーションで提供される情報があまりにも多すぎて、これらの出版物をもらったことを忘れてしまった）
●　自分が指導を行う学校や生徒達がどのようなものか分かる前に読んでみたら、役に立たないと思えたので捨てた
●　自分の仕事への関連性が高くてすぐ使える内容は不十分だ
●　内容はもう時代遅れになっている

関連性の低い、又は時代遅れの内容については、例えば以下の例が挙げられる。

●古風で不自然なせりふ　（例：「Handbook for Team Teaching」　33頁、71頁、94頁など）
●対話の題材は古いニュース　（例：「Handbook for Team Teaching」65頁、74頁など）。ポップカルチャーや自分の将来の夢、

海外旅行など今の生徒達が関心を持っている内容をもっと充実させた方が教材として効果的と思える。

●JETプログラムやALTに関する情報（例：「手引き」136-7頁、193頁など、「Handbook」7-8頁など）

●写真が古い
図4
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当調査の回答者の約半分が小学校で指導を行っているが、「小学校英語活動実践の手引き」に関する意見は賛否両論であった。「非常に貴重な資源だ」とコメントした回答者がいれば、「全然役に立たない」とコメントした回答者もいた。しかし、一般としての意見は「まあまあ役に立つ」か「役に立つ」であった。
本の各要素については、最も評価の低いのは教育論であった。本の最初の部分には、「英語活動の意義」や「指導者はどんな英語を教えるべきなのか」、「様々な教育法」など、教育論に焦点を当てた章がある。その後に来る各章の冒頭にも、その章の内容に関する教育論が数ページ有る。回答者から収集した評価やコメントを考慮すれば、教育論に関する内容が十分であるだけではなく、むしろ多すぎると感じるALTがいると言える。小学校で指導を行う多くのALT達が求めるのは、広い範囲の能力レベルに適している授業活動や計画、ワークシートなどをもっと充実させることであり、現在のままでは教育論に関する情報が過剰であると見られている。
回答者からのコメント：
「教育論に言及することも大切だけど、実用的なアイデアの方が現場では何倍も役に立つ。」
他の四要素の評価は割と均等的に分布しており、現在のままの本はまあまあ役に立つが改善の余地もある、と言える。次の改訂案が挙げられた。
●難易度をもっと生徒達の能力と授業の時間枠に合わせること（本に含まれる授業計画が生徒達の実際の能力に合わず高く設定していて、そのままでは難しすぎたり授業の時間枠には合わなかったりすることはよくある）
●本に含まれる授業計画の例やアイデア、活動、資料等がもっと相互参照しやすい索引を添えること
●一回だけ使う授業計画より、頻繁に同じ学校で指導を行っているALTのために、数授業に渡って段々と展開していく計画をもっと充実させること
●スポーツ、動物、色、気分、食べ物等、基礎的でよく使う言葉を練習するための複写できるワークシート
●国際的な考え方や海外の文化や国を題材にした内容の充実
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回答者の90％以上が中学校又は高等学校のいずれかにおいて指導を行っているにもかかわらず、40％未満がJET参加者に提供されるチームティーチング教材を利用している。来日直後オリエンテーションにおいて新規ALT達に配布される3つの出版物の中でも、文部科学省が出版する「Handbook for Team Teaching」は最も評価が悪く、特に難易度が不適切だという批判が多かった。回答者の５０％以上はこの本の内容は自分の生徒達の能力に合っていないと感じている。
回答者からのコメント：
「「Handbook」は、生徒達の能力は実際より高いと決めつけているように思える。授業計画例のペースは楽観的すぎるし、私と一緒に指導をするJTE達のニーズや経験に合っていない。普通の授業では現実的ではないから、あまり役に立たない。」
しかし、授業計画のアイデアの源として評価が高く、それらを元に自分の生徒達の能力に合わせた授業計画を立てるJTEが多い。
「Handbook」全体が使いにくくて内容も時代遅れだというコメントも有った。又、日本語対訳がない為、内容についてJTEと話し合うことが難しく、互いのチームティーチングの原理に対する理解を深める機会が失われてしまうという指摘も有った。
改善案として、次の例が挙げられた。
●　文法ポイント・内容別にまとめた索引の作成　（現在のままの「Handbook」は内容が検索しにくくて使いにくい）
●　教室内の机や生徒達の位置の移動を必要としない計画授業　（生徒の人数が多い場合、位置を移動させるのが困難なため）や人数の多い授業に対して効果的な指導法、生徒達の興味を引く自己紹介レッスン、指定教科書に基づいた授業計画の建て方などの説明を充実させること
●　年間カリキュラムの達成目標についての説明
●　もっと簡単且つ効果的な授業活動　（現在の「Handbook」に含まれる多くの活動は一回だけの授業に適していないか、内容が狭すぎて限られた場面でしか役に立たない）
●　すぐに使えるワークシートの例を充実させること　（現在の「Handbook」の内容をそのまま使えないことが多い）
●　中学校と高等学校の間における生徒達の能力の差についての説明、既成の授業計画を生徒達の能力に合わせて調整する方法についてのアドバイス
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CLAIRの「教育教材資料ハンドブック」は毎年度改訂されており、特に平成20年度版は改訂された内容が多い。当調査で取り上げた出版物の中で授業計画のアイデアの源として最も評価が高く、難易度が不適切であると回答したALTにとっても有価な資源だと言える。
回答者からのコメント：
「私は主に高校で指導しているけど、私が担当している生徒達の能力に合った授業計画は少ない。でも、生徒達のニーズに合っていない授業計画も、それに合ったものの種となった。」
他の各要素の評価は比較的によく、これといった問題点や改善すべきところは指摘されなかった。日本の職場や学校制度についてのセクションは多くの回答者がよく評価した。
回答者からのコメント：
「日本的職場での仕事のこなし方や教育制度や職場の人間関係の違いに対しての対処策のアドバイスがとても役に立つ。」
改訂案としては、次の例が挙げられた。
●　幅広い年齢や能力に適した授業計画やワークシートを充実させること
●　特に、指定教科書に紹介される文法ポイントの授業計画への組み込み方や、指定教科書に基づいた授業計画の建て方の説明
●　特殊教育に関するアドバイス。何の経験も支援もないにもかかわらず、特殊教育を必要とする生徒達に対する指導を強いられるALTが多い。特殊教育法や、特殊教育を必要とする生徒を指導する際に生じやすい問題についてのアドバイスがほしい。
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回答者の15%未満が事前に立てた授業計画を使わないと答え、57.5%と過半数がいつも使うと答えた。多くの場合、授業計画はALTが自分1人で又はJTEと一緒に立てるものなので、幅広い年齢と能力レベルの生徒を対象にした授業計画に慣れていることは重要である。
回答者によると、チームティーチング教材に含まれる教育論的説明は役に立つが、多くのALT達にとっては、理論的な話よりは実際授業に使える計画やワークシートの例の方が重宝される。
質問項目1・2の調査結果からも分かるように、仕事を始める前に実際の授業運営に準備出来ておらず、生徒達の英語能力に対する期待が非現実的だったと学校に着いて初めて悟ったALTが多い。したがって、授業計画の際には彼らが少なからず手を焼くものである。当調査において取り上げられる教材はそんな彼らによって主に授業計画のアイデアの源として利用されていることは、その教材の改訂の際に考慮に入れるべき点であろう。
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ALT達が、授業計画やチームティーチングのアイデアの源として一つだけの教材によりすがっていると決め付けてはならない。多くのALTは、JETプログラム関連機関から配布される教材以外にも、自分のアイデアや他所で見つけた資料を利用している。
CLAIRと文部科学省がJET参加者達に配布する出版物以外にどの教材を利用しているかという質問に対して、以下のものが最も頻繁に挙げられた。
●AJETの出版物　（「チーム・トート・ピザ」、「プラネット英語」、「フォクシー・フォニックス」等）
●JALT（全国語学教育学会）の半年刊誌
●AJET都道府県別支部の出版物　（静岡県支部の「It Takes Two」等）
●GenkiEnglish.com

●「ザ・ゴリラ・ガイド」　（北海道支部が出版する小学校教材集）
●都道府県・市町村教育委員会に指定された教材
一人の回答者がコメントによると、このような外部資料のメリットはその開放的さである。
「これら他の出版物は、『公式』教材のように一定の授業形式や構造をかたくなに固持することは無く、アイデアを提供することによって逆に読者を自由にする。また、これらの本の方は英語が自然で官僚的でなく、もっと効果的に内容が伝わる。」
尚、文部科学省やCLAIRの出版物より外部資料を好む理由として以下の例が挙げられた。
●入門的・準備的活動が充実している
●活動・授業計画例は生徒の能力に合わせて調整しやすい
●よく整理されていて使いやすく、指定教科書とも結び付けられている
●コピーしてすぐに使える授業計画やワークシートがある
回答者の大多数はチームティーチング・英語教材を利用しているが、アイデアや授業計画の資源としてほとんどがインターネットを併用していることが判明した。何よりも、お互いのアイデアを分かち合うことが授業計画に重大な影響を及ぼすと言える。JET参加者の間に成立しているネットワークは、中間研修などの研修会や、前任者から残された資料、教育についての同僚達との対話などによって、こうした資源の共用を可能にしている。
因みに、「その他」という回答項目については、自分やJTE達のアイデアを一つの資源として利用していると答えた回答者が多かったと付け加えておく。
ALT/JTE間人間関係
具体的に質問項目においては触れなかったことにもかかわらず、自分のJTEとの人間関係について言及した回答者は多かった。JTEのチームティーチングに対する理解が自分のそれと違うため、チームティーチング教材を充分に発揮出来ていないと感じるALTが多い。
回答者からのコメント：
「JTE達は、チームティーチングに対して皆それぞれの理解や自説を持っていて、私達はあくまで指導助手なので、JTEが好む方法やアイデア、自説、資料などに従わなければならない。これが別に悪いことだというわけではないが、その結果公式資料はちょっと使えなくなることはある。」
職場において良い関係を築き上げて保つために、ALTとJTEはチームティーチングに対する共通理解を持つべきだ。日本語対訳が付いていて、教育論や授業計画に関する内容が充実した、且つ使いやすい教材が有れば、ALTもJTEもそれを利用する気になり、ひいてはチームティーチングの促進に繋がるだろう。
結論
当調査において収集したデータに基づいて、来日直後オリエンテーションにおいてCLAIRや文部科学省から配布されるチームティーチング教材について以下の指摘が出来る。
●ALTの大多数にとっては授業計画が最大の懸念の一つであり、チームティーチング教材からこの懸念への対処方策を求めている。
●これらの教材をALT達に利用してもらう為には、使い易さが重要である。索引や日本語対訳、能力レベル別による整理等と言った手段によってこれらの教材の使い易さが図れる。
●チームティーチング教材は、両方の間に教育論に対する議論の促進によって、ALT/JTE間の良い人間関係の成立に寄与出来るものである。尚、ALTの役割やALTへの期待に対する両方の認識をより明瞭にする手段ともなれる。
AJETからの改訂案
●略称の統一　
　　　当調査に取り上げられる３つのテキストにおいては、外国語指導助手や日本人教職員の英語略称が統一されていない（ALT/AET, JTE/JLT等）。JETプログラムでは「ALT」と「JTE」が標準略称となっているようなので、チームティーチング教材においてもこの二つの略称を一貫して使った方がいいだろう。
「小学校英語活動実践の手引き」
●索引
　　　この本の最大の弱点はそれらしい索引や付録の欠如である。索引では、例えば本の各章を概説し、テーマ・目標・授業計画等で検索出来るようにすることは可能だろう。一方付録では、各計画の対象年齢・学級を示し、それに関する教育論への参照を付けることは可能だろう。
●日本語対訳
　　　日本語対訳があったら、新しいJTEとのコミュニケーションはもっと楽になるだろう。色々な学校で数人のJTEと仕事を共にするALTが多いので、自分が言いたいことをすぐに伝える手段が欲しい。
●教育論の削減
　　　現在この本の教育論に関する内容が圧倒的に多く、その大部分は凝縮出来るだろう。例えば、JETプログラムの斡旋によって来日しているALTは、プログラムの目的は国際化だと言うことは承知しているはずので、これに関する部分は省略しても差し支えないように思える。
●フォニックス
　　　小学校英語教育におけるフォニックスの導入は、カタカナ発音を避けてより自然な英語発音の育成において重要な役割を果たせる。現在の本の第3章ではすでに触れているが、フォニックスに関心のある教育者のためにもっと拡大することは出来るだろう。
●特殊教育
　　　多くのALTは、学習障害のある生徒を対象にした授業の計画を困難に感じる。計画の打ち合わせにおいては触れないので、クラスにこういった生徒達がいること自体にALTが気付いていないことは多々ある。この問題について指導を提供することは、すべての生徒が勉強になれる授業計画を立てようとしているALTにとって大きな助けになるだろう。
●編成・フォーマット
　　　現在のままの手引きは、明瞭な見出しやセクションのはっきりとした区画が無いため使いにくく、これは授業計画の際に問題となる（153頁，159頁を参照）。テキストを小区分に分けてフォーマットを一貫した方が使い易いだろう。
　　　“What Kind of English Should Instructors Teach?”（「指導者はどんな英語を教えるべきなのか」）というセクションは、具体的な活動を説明した、もっと細かいセクションに分けた方が解り易いだろう。
　　　“Creating a Yearly Plan” （「年間計画の建て方」）というセクションの図は数ページに渡っていてうまく繋がっておらず、解り難い。
●トピック・学習主題
　　　154ページにあるトピックリストは、読者に見逃されないようにもっと目立つ位置に付けて独立した要素にした方が良い。
●授業計画
　　　多くのALTが授業計画を懸念していることを考慮すると、幅広い学習主題が組み込める様々な授業計画の骨組、そしてそれらと共に使えるトピックと活動の提案が役立つだろう。
　　　絵やクリップ・アートを必要とする活動（例えば、隠し絵等）の為に、容易に複写して授業計画の際に使えるページを加えると役立つだろう。
　　　当手引きには、授業計画の例や、様々な能力レベルの生徒を対象に指導を行うためのアドバイス、所要時間別にまとめた活動を充実させる余地は十分にあると思える。ALT達は、授業の際に特定の時間を使うように指示されることがよくあるので、授業活動を準備・実践所要時間別にまとめたら、本手引きはもっと使える資源になるだろう。
「Handbook for Team Teaching」
●日本語対訳
　　　「小学校英語活動実践の手引き」同様、「教育教材資料ハンドブック」にあるような日本語対訳を添えたらもっと役立つ資源になるだろう。
●統計等
　　　当ハンドブックに紹介されるJETプログラムに関する統計は、最新の情報を反映させるよう更新されるべきである。

　　　日本人教職員になるための必要資格などに関するセクションは、ALT達には関係ないため、大いに凝縮、或いは完全に省略されても差し支えなさそうに思える。
●編成・フォーマット
　　　ALT達が英語教育において提供出来る最大の利点の一つは「自然な英語」なのに、当ハンドブックに出てくる英語の大部分は古風で不自然である。
　　　当ハンドブックの見出しが解り難くてレイアウトがはっきりしておらず、授業計画例も複数のページに渡っているものが多くてこれといった順序が無いように思える。黒板にALTが書くかJTEが書くか等、詳細については細かすぎるところも多々ある。
●授業計画例
　　　当ハンドブックに紹介される授業計画例は有価の資源ではあるが、まずは授業計画自体、続いてそれと共に使う資料、という順序にまとめたらもっと解りやすくなるだろう。
　　　現在のハンドブックの授業計画例は小さく、かなりの編集なくしては使えない。
　　　この授業計画例の多くは内容が複雑すぎて幅広い場面に適していない、或いは適するように容易に書き直せない。これから授業計画の基本を身に付けようとするALT達の為に、どんな場面にも適応可能な授業計画の骨組みの紹介は大いに役立つだろう。
　　　現在のハンドブックにおいて紹介される準備活動（特に高等学校用のもの）は曖昧、或いは実践が困難又は非実用的である。授業人数が40人ともなれば、生徒達を移動させたり対話させたりすることは普通の教室では実行しにくい。
●拡大内容
　　　正しい発音やよくある間違い、複数形の正しい使い方など、英語の基本に対する生徒の理解を強化する活動例を紹介するセクションがあったら、ALTにとって役立つだろう。
　　　当ハンドブックは口頭のコミュニケーションに焦点を当てているが、それだけの指導をしているALTは少ない。ALT達が現に携わっている、種々の授業についての指導を提供する計画例を充実させれば役立つだろう。例えば、ほとんどの活動例は、授業の中心となる対話やストーリーとそれについての問答からなっているが、よくALTが説明を求められる新しい語彙や文法ポイントについての説明が不十分である。
肯定的な意見
当調査では、JET参加者に配布される教材は改訂・改善が必要だという意見は多かったが、肯定的な意見も数多く寄せられた。

「小学校英語活動実践の手引き」（文部科学省）について：

●「学校における自分の役割を把握しようとしていた頃とても参考になった。」

●「非常に貴重な資源だ。」

「Handbook for Team Teaching」（文部科学省）について：
●「すごく良い資源だ。特に、教育論についてのセクションがとても解りやすく、教育分野の仕事に就く準備として非常に助けになった。」
●「私がもらった資料の中でも一番勉強になった。読んでよかったと思う。」

「教育教材資料ハンドブック」（CLAIR）について：

●「日本的職場での仕事のこなし方や、教育制度や職場の人間関係の違いに対しての対処策のアドバイスがとても役に立つ。」
●「日本の学校制度や、その中で仕事をすることに関する文化的情報がすごく役に立つ。」
AJETからの質問
１．）今年5月の意見交換会では、文部科学省は今年度中に同省が出版する一部の出版物を改訂する予定であると話しました。　又、CLAIRも毎年度、同協会が出版する「教育教材資料ハンドブック」を改訂していると伺っております。今回の調査は、その改訂過程に対する助力としてなるべく具体的な改訂案を提供しようと実施したものです。これらの出版物はいつ改訂される予定ですか。又、改訂版はいつ頃出版される予定ですか。
２．）文部科学省の出版物においては、何が改訂の対象となりますか。
３．）AJETは、ALT達のための教材の改訂過程に全面的に協力したい所存です。授業計画例の募集や都道府県別支部の出版物について各支部への問い合わせ、現場で活動するALTの視点からの校正・改良などといった形で協力できます。文部科学省又はCLAIRでは、上記の出版物の改訂過程において、ALT達からの協力を利用するのでしょうか。
４．）CLAIRの「教育教材資料ハンドブック」は毎年度改訂し新規JET参加者達に配布されるが、再契約者には改訂版は配布されません。CLAIRのホームページからアクセス出来るものの、見つけにくいです。改訂版がアップされる都度、再契約者にもっと周知することは不可能なのでしょうか。そして、その周知に際してAJETとして協力出来ることはありませんか。
５．）多くのALT達は、自分がチームティーチング教材をあまり使わない理由として、来日直後オリエンテーションでもらう情報が多すぎることを挙げています。もし教材資料が契約団体を通して郵便で送られたら、その資料を熟読しJTEと一緒にその内容について話し合うことがもっと出来るようになるだろう、とのことです。今後チームティーチング教材を来日直後オリエンテーションで配布するのではなく、後日契約団体宛に郵送することは不可能なのでしょうか。
JET参加者として来日する前に、あなたは正式な教育資格等を取得しましたか？
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どんな学校で指導を行っていますか？
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以下の出版物を利用したことが有りますか？
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「小学校英語活動実践の手引き」の以下の要素がどれぐらい役に立つと思いますか？


（１＝全然役に立たない、５＝とても役に立つ）
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「Handbook for Team Teaching」の以下の要素がどれほど役に立つと思いますか？


（１＝全然役に立たない、５＝とても役に立つ）








18.3%





13.6%





7.8%





15.6%





13.8%





23.7%





16.8%





15.5%





28.1%





33.1%





31.3%





40.0%





33.3%





31.3%





36.2%





23.7%





20.0%





30.2%





16.4%





13.1%





3.1%





9.6%





13.2%





8.6%





3.8%





教育論





日本語対訳





授業計画例





ワークシート例





難易度





1





2





3





4





5





「教育教材資料ハンドブック」の以下の要素がどれほど役に立つと思いますか？


（１＝全然役に立たない、５＝とても役に立つ）
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あなたは事前に立てた計画を授業で使いますか？





57.5%





50.3%





34.5%





37.2%





8.0%





12.6%





小学校





中学・高校





いつも


使う





時々使う





使わない





授業計画を立てるのはどちらですか？
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同僚達又は他のJET参加者・英語教師のアイデア
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授業計画の際に以下のどの資料を利用していますか？
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文部科学省・CLAIRが配布するもの以外の教材のメリットは何ですか？
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